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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

７
月
７
・
８
日
、
郵
政
産

業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
は
東
京

で
第
１
２
回
定
期
全
国
大
会

を
開
催
し
ま
す
。 

 

今
年
度
一
年
間
の
活
動
を

振
り
返
る
と
共
に
、
来
年
度

に
向
け
た
職
場
や
組
織
の
課

題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

全
国
大
会
で
の
討
論
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

組
合
員
に
配
布
さ
れ
て
い

る
大
会
議
案
書
か
ら
、
要
旨

を
引
用
す
る
形
で
報
告
し
ま

す
。 Ｊ

Ｐ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５

は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
２

０
２
５
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年
後
の
今

年
は
計
画
の
見
直
し
の
年
度

と
な
り
ま
す
。
業
務
面
や
サ

ー
ビ
ス
面
で
の
変
化
、
特
に
、

「
効
率
化
施
策
・
生
産
性
向

上
に
向
け
た
と
り
く
み
」
と

し
て
の
３
万
５
千
人
削
減
計

画
な
ど
、
労
働
条
件
の
低
下

と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

を
許
さ
な
い
た
た
か
い
が
重

要
と
な
り
ま
す
。 

労
働
者
の
厳
し
い
労
働
実

態
を
直
視
し
、
改
善
に
向
け

要
求
し
た
た
か
う
労
働
組
合

な
の
か
、
こ
れ
ま
で
た
た
か

い
に
よ
っ
て
勝
ち
と
っ
た
権

利
を
労
働
組
合
自
ら
が
放
棄

し
労
働
条
件
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
を
組
合
員
に
提
起
す
る

労
働
組
合
な
の
か
、
労
働
組

合
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
２
３
年
度
３
月
期
第
３

四
半
期
決
算
で
純
利
益
が
グ

ル
ー
プ
全
体
で
３
７
６
２
億

円
の
黒
字
で
、
順
調
な
経
営

状
況
で
し
た
。
２
３
春
闘
で

は
何
と
か
８
年
連
続
の
ベ
ア

ゼ
ロ
は
回
避
し
ま
し
た
が
、

ベ
ア
に
は
夏
期
・
冬
期
休
暇

計
４
日
分
削
減
に
よ
る
原
資

１
７
０
０
円
相
当
が
含
ま
れ

る
な
ど
、
〝
粉
飾
さ
れ
た
ベ

ア
〟
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
内
容
で
し
た
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
夏
期

冬
期
休
暇
の
削
減
に
つ
い
て

認
め
ら
れ
な
い
と
の
立
場
か

ら
、
２
０
２
３
年
４
月
１
日

以
降
の
賃
金
引
上
げ
等
に
関

す
る
要
求
書
に
お
い
て
も

「
期
間
雇
用
社
員
等
及
び
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
に
対
し
、

夏
期
冬
期
休
暇
を
各
３
日
間

付
与
す
る
こ
と
」
を
要
求
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、
検
討
状
況
も
示

さ
な
い
ま
ま
２
３
春
闘
に
お

い
て
、
夏
期
冬
期
休
暇
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
夏
期
休
暇

１
日
、
冬
期
休
暇
１
日
と
す

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
併
せ

て
賃
金
改
善
を
行
な
う
も
の

で
あ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

本
部
は
、「
削
減
あ
り
き
の

賃
金
改
善
」
な
ど
、
到
底
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

し
、
全
国
ビ
ラ
を
作
成
し
、

制
度
改
悪
の
中
身
を
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
の
支
部
が
な
い
職
場

に
も
宣
伝
を
強
め
て
き
ま
し

た
。 一

方
、
現
場
の
労
働
者
の

実
態
も
深
刻
で
す
。 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
後
の

送
達
遅
延
が
深
刻
で
不
着
申

告
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
集
配
職
場
で

は
、
土
曜
休
配
に
伴
う
月

曜
・
火
曜
日
の
通
常
配
達
区

の
増
区
対
応
が
要
員
不
足
に

よ
り
未
配
置
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
集
配
局
・
作
業
所

や
集
配
休
憩
所
の
削
減
も
行

わ
れ
、
タ
ダ
働
き
も
深
刻
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
物
販

営
業
の
指
標
設
定
も
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
配
達
で
手
一

杯
の
集
配
職
場
で
は
設
定
自

体
が
自
爆
営
業
に
繋
が
る
大

き
な
問
題
で
す
。 

郵
便
窓
口
で
は
、
７
月
か

ら
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
非
併
設
の

単
マ
ネ
局
に
つ
い
て
、
窓
口

営
業
部
社
員
を
郵
便
部
へ
配

置
換
え
す
る
窓
口
一
体
化
が

行
わ
れ
て
、
給
与
・
手
当
の

減
額
や
勤
務
時
間
や
業
務
内

容
変
更
の
問
題
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

か
ん
ぽ
生
命
と
も
に
今
年
度

か
ら
営
業
目
標
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
、
営
業
目
標

の
達
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
会
社
の
利
潤

追
求
主
義
・
社
員
切
り
捨
て

を
改
め
さ
せ
る
為
に
は
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
の
よ
う
な
「
物

を
言
う
」
組
合
が
大
き
く
な

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
大
会
で
は
、
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
が
、
結
成
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
た
た
か
い
に
よ
っ

て
切
り
開
い
て
き
た
運
動
を

基
礎
に
、
全
組
合
員
の
力
を

結
集
し
、
組
織
的
前
進
に
結

実
す
る
方
針
を
確
立
し
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４３６２ 

２３年７月4日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

全国大会の任務 

 

１ 非正規社員の均等待遇と正社員化

を求めるとりくみ 

２ 労働契約法２０条最高裁判決を活

かしすべてのたたかいに勝利すると

りくみ 

３ 組織強化・拡大のとりくみ 

４ 生活と労働条件改善のとりくみ 

５ 労働者の権利を守るとりくみ 

６ 改憲策動を許さず、新しい政治への

転換をめざすとりくみ 

７ 脱原発・原発ゼロ、震災復興に連帯

したとりくみ 

８ 郵政公共サービスの拡充をめざす

とりくみ 

９ 郵政労働運動の発展をめざすとり

くみ 

 


